
増
林
の
御
茶
屋
御
殿

加
藤

幸
一

越
谷
市
御
殿
町
に
は
、
徳
川
家
康
が
鷹
狩
り
の
た
め
に
立
ち
寄
っ
て
休
息
す
る
た
め
の
、
幕
府
の
御
殿
が
あ
っ

た
所
で
あ
る
。

越
ケ
谷
の
御
殿
町
に
御
殿
が
で
き
る
以
前
は
、
徳
川
家
康
は
鷹
狩
り
で
増
林
の
茶
屋
御
殿
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
。

増
林
に
あ
っ
た
茶
屋
御
殿
が
、
現
在
の
御
殿
町
に
移
さ
れ
た
の
は
、
「
徳
川
実
紀
」
に
よ
る
と
、
江
戸
時
代
初
め

の
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。
移
転
先
の
そ
ば
に
は
、
元
荒
川
が
流
れ
、
当
時
の
奥
州
街
道
（
吉

川
橋
下
流
の
中
川
か
ら
元
荒
川
の
右
岸
に
沿
っ
た
自
然
堤
防
上
の
道
）
が
通
っ
て
い
た
。

移
さ
れ
る
前
の
増
林
の
茶
屋
御
殿
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
越
谷
市
教
育
委
員
会
発
行
の
「
越
谷
市
の
文
化
財
」

で
は
、
「
こ
の
林
泉
寺
周
辺
は
、
徳
川
家
康
が
設
営
し
た
御
茶
屋
御
殿
が
建
て
ら
れ
て
い
た
所
で
あ
っ
た
」
と
の

説
を
紹
介
し
て
い
る
。
増
林
の
茶
屋
御
殿
に
関
し
て
は
、
そ
の
他
に
「
城
之
上
に
お
狩
場
茶
屋
が
あ
っ
た
」
と
の

『
城
之
上
』
説
が
昔
か
ら
地
元
で
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
含
め
て
紹
介
を
し
た
い
。

１

林
泉
寺
の
茶
屋
御
殿
説
と
『
御
殿
』
石
塔
及
び
「
旧
記
壱
」

林
泉
寺
に
「
御
殿
境
内
」
と
刻
ま
れ
た
標
識
石
塔
が
あ
る
。
「
御
殿
」
と
は
、
慶
長
九
年
ま
で
増
林
に
あ
っ
た

茶
屋
御
殿
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
ぐ
そ
ば
に
は
古
利
根
川
が
流
れ
、
水
上
交
通
の
便
利
な
所
で
あ
る
。
こ
の

石
塔
に
は
造
立
年
代
が
刻
ま
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
「
御
殿
」
の
文
字
が
い
つ
刻
ま
れ
た
の
か
、
そ
の

年
代
が
わ
か
れ
ば
こ
の
石
塔
の
信
憑
性
が
高
ま
る
の
で
あ
る
。

そ
の
石
塔
に
刻
ま
れ
て
い
る
内
容
を
次
に
紹
介
す
る
。

な
お
、
そ
の
石
塔
を
裏
付
け
る
文
書
が
秦
野
秀
明
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
。「
越
谷
市
史

続
史
料
編
（
一
）」

の
「
旧
記
壱
」
（
一
〇
四
頁
下
段
）
で
あ
る
。

増
林
村
御
殿
跡
と
申
候
は
、
当
時
右
村
林
泉
寺
境
内
ニ
正
観
音
建
置
候
場
所
、
御
殿
跡
と
申
石
杭
ニ
記
有
之

由
、
右
村
役
人
榎
本
氏
ヨ
リ
承
り
伝
置
候

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
御
殿
跡
と
申
す
石
杭
』
と
は
こ
の
石
塔
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
有
力
な
史
料
で
あ
る
。



２
．
地
元
の
城
之
上
説
と
『
お
狩
場
茶
屋
』

昭
和
四
十
五
年
三
月
、
越
谷
市
発
行
の
「
こ
し
が
や
」
に
掲
載
さ
れ
た
年
表
の
中
に
は
「
慶
長
９
年

越
ケ
谷

御
殿
が
建
て
ら
れ
る
。
増
林
字
（
あ
ざ
）
城
の
上
よ
り
移
す
」
と
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
増
林
の
茶
屋
御
殿
は
、

こ
の
時
点
ま
で
は
、
言
い
伝
え
も
あ
る
こ
と
か
ら
『
城
之
上
』
（
し
ろ
の
う
え
、
し
ろ
の
え
）
に
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
場
所
は
、
か
つ
て
の
元
荒
川
筋
で
あ
る
古
川
の
自
然
堤
防
上
で
あ
る
。

今
井
基
善
（
も
と
よ
し
）
氏
《
増
林
三
二
五
九
》
に
よ
る
と
、「
『
城
之
上
』
に
は
、
昔
、
将
軍
様
が
狩
り
（
鷹

狩
り
）
に
来
た
時
に
利
用
す
る
『
お
狩
場
（
か
り
ば
）
茶
屋
』
が
あ
り
、
将
軍
様
が
来
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
あ
た

り
を
（
城
と
い
う
字
を
使
っ
て
）『
城
之
上
』
と
名
付
け
ら
れ
た
。」
と
の
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
「
お
狩
場
茶
屋
」
は
、
狩
り
を
す
る
時
の
休
憩
所
と
い
う
意
味
で
、
幕
府
の
茶
屋
御
殿
で
あ
っ
た
に
違
い
な

い
と
思
わ
れ
て
い
た
。
小
島
初
治
（
は
つ
は
る
）
氏
《
増
林
一
－
一
一
、
旧
・
増
林
村
城
之
上
》
は
、
今
で
も
そ

の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
。
地
名
に
「
城
」
の
字
が
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
こ
こ
に
何
か
城
の
よ
う
な
重
要

な
施
設
、
お
狩
場
茶
屋
が
あ
っ
た
。」
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
れ
に
結
び
つ
け
た
別
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
野
口
豪
氏
《
現
、
東
越
谷
、
旧
・
小
林
村

上
側
（
か
み
か
わ
）
》
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

野
口
宅
の
北
東
方
向
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
先
の
、
増
林
村
城
之
上
と
小
林
村
上
側
と
の
境
界
付
近
の
小
林
村
側
に
、

通
称
「
上
屋
敷
（
か
み
や
し
き
）
」
（
現
在
の
東
越
谷
一
〇
䢣
一
〇
八
）
と
呼
ば
れ
た
土
地
が
あ
る
。
「
上
側
」
は

「
上
屋
敷
の
側
（
そ
ば
）」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
か
と
し
、「
小
林
村
側
で
は
あ
る
が
、
由
緒
あ
る
茶
屋
御
殿
跡

に
、
後
世
に
な
っ
て
か
ら
上
屋
敷
と
呼
ば
れ
る
建
物
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
推
定
し
て
い
る
。
茶
屋
御
殿
と

上
屋
敷
と
を
結
び
つ
け
た
説
で
あ
る
。

こ
の
上
屋
敷
の
地
は
、
古
川
（
か
つ
て
の
元
荒
川
）
の
左
岸
（
南
側
）
そ
ば
に
あ
り
、
水
上
交
通
と
し
て
は
便

利
な
所
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
野
口
豪
宅
の
裏
（
北
側
）
は
、
高
い
土
手
が
古
川
に
沿
っ
て
続
き
、
そ
の
先
に

古
川
が
東
か
ら
西
へ
流
れ
、
東
越
谷
小
学
校
の
校
舎
あ
た
り
を
通
り
、
現
在
の
元
荒
川
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

な
お
、
元
荒
川
が
天
嶽
寺
前
か
ら
小
林
村
ま
で
現
在
の
よ
う
に
直
道
に
改
修
さ
れ
た
の
は
、
茶
屋
御
殿
が
移
さ

れ
た
後
の
寛
永
年
間
の
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
茶
屋
御
殿
が
あ
っ
た
の
は
、
元
荒
川
が
花
田
村
を

迂
回
し
て
流
れ
て
い
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。「
城
之
上
」
説
に
は
、「
御
殿
」
と
刻
ま
れ
た
石
塔
な
ど
の
物
証
が
な

い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
城
之
上
説
を
と
る
と
、
茶
屋
御
殿
は
同
じ
元
荒
川
の
自
然
堤
防
上
を
移
転
し
た
と
言
え

る
し
、
元
荒
川
の
自
然
堤
防
上
の
一
部
に
は
、
奥
州
街
道
も
あ
っ
た
点
か
ら
す
る
と
説
得
力
が
あ
る
。
古
く
か
ら

の
言
い
伝
え
で
あ
る
城
之
上
説
も
何
ら
か
の
根
拠
が
あ
っ
て
言
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
言
い
伝
え

も
重
視
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

う
が
っ
た
考
え
方
で
は
あ
る
が
、
江
戸
時
代
初
期
の
頃
の
「
城
之
上
」
の
範
囲
は
、
も
し
か
し
た
ら
現
在
よ
り

も
は
る
か
に
広
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
に
仮
定
す
る
と
、
古
利
根
川
の
自
然
堤
防
上
に
位
置
す
る
林

泉
寺
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
茶
屋
御
殿
が
実
は
城
之
上
の
は
ず
れ
で
あ
る
と
な
り
、
城
之
上
に
御
殿
が
あ
っ
た
と
す

る
言
い
伝
え
と
矛
盾
が
生
じ
な
い
し
、
城
之
上
説
を
さ
ら
に
進
め
た
野
口
豪
氏
の
古
川
の
自
然
堤
防
上
の
「
上
屋

敷
説
」
も
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

（
２
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
に
聞
き
取
り
調
査
に
よ
り
記
す
）




